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三 

 
衆
議
院
議
員
藤
田
ス
ミ
君
提
出
交
通
・
災
害
・
病
気
遺
児
ら
の
生
活
と
教
育
等
に
関
す
る
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

一
の
①
に
つ
い
て 

「
子
」
や
「
児
童
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ 

り
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
や
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百 

三
十
八
号
）
に
お
い
て
は
、
遺
族
、
障
害
者
、
生
別
母
子
家
庭
等
に
対
す
る
所
得
保
障
と
い
う
制
度
の
趣
旨
に 

 

か
ん
が
み
、
十
八
歳
未
満
の
者
と
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
②
及
び
③
に
つ
い
て 

遺
族
基
礎
年
金
等
の
支
給
要
件
と
な
る
子
の
年
齢
を
「
高
等
学
校
卒
業
ま
で
の
間
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

は
、
他
の
公
的
年
金
制
度
等
に
お
け
る
子
の
範
囲
と
の
均
衡
を
ど
う
考
え
る
か
等
の
問
題
が
あ
り
、
更
に
慎
重 

 



一
の
④
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

遺
族
基
礎
年
金
等
の
支
給
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
を
高
校
卒
業
時
ま
で
拡
大
し
た
場
合
に
お
け
る
支
給
額 

 

の
増
加
額
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
算
出
の
た
め
の
基
礎
数
値
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
直
ち
に
算
出
す 

 

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

遺
族
基
礎
年
金
及
び
障
害
基
礎
年
金
の
給
付
水
準
は
、
加
算
額
の
み
で
は
な
く
、
基
本
年
金
額
を
含
め
て
考 

 

え
る
こ
と
が
適
切
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
給
付
水
準
も
、
逐
次
適
切
な
改
善
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現 

 

行
の
水
準
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
水
準
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
と
の
均
衡
等
を
考
慮
す
る
と
妥
当
で
あ
る 

 

と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
は
、
従
来
か
ら
公
的
年
金
制
度
の
年
金
額
の
改
定
に
準
拠
し
て
手
当
額
の
改
善
を 

 
 

四 

 



 

五 

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
行
の
水
準
は
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会
へ
の
国
庫
補
助
制
度
は
、
同
会
が
行
う
高
校
生
等
に
対
す
る
奨
学
金
貸
与
事
業 

 

に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
一
定
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
奨
学
全 

 

貸
与
事
業
開
始
以
来
相
当
の
期
間
が
経
過
し
て
奨
学
金
の
返
還
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
及
び
運
用
財
産
の
運 

 

用
収
入
等
に
よ
り
同
会
の
財
政
状
況
に
相
当
程
度
の
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
適
正
な
額
を
計
上
し
て
い 

 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
が
困
難
な
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
既
に
、
日
本
育
英
会
に
よ
る
学
資
の
貸
与
や 

 

社
会
福
祉
施
策
等
に
よ
り
、
対
応
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
た
に
国
の
補
助
に
よ
る
災
害 

 

遺
児
育
英
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 




